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まず， 1) 洗剤の洗浄力を正確・簡便に評価できる新しい人工汚垢布の開発に成功し J 2) その汚垢
布を用いて，日本の洗濯条件でりん酸塩が無くても高い洗浄力を発揮できるピルダー用ゼオライトの性
状を明らかにし，新しい界面活性剤と組み合わせた無りん洗剤の組成を選定している。さらに， 3) 洗
剤の固化機構を解析し，ビルダー用ゼオライトの一部で洗剤粒子表面を被覆する技術を開発して，無り
ん洗剤の欠点の一つであった洗剤粒子の固化性に対する制御法も確立している。
以上のごとく，本論文では衣類用の粒状洗剤を無りん化する上での多くの問題点を克服し，日本の洗
濯条件に適した高性能の無りん洗剤を実用化に導くとともに，ゼオライトの合成やカルシウムイオンと
の反応，水溶性頼粒の固化機構の解明など多くの知見を得たもので，無機材料科学およびその利用技術
の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
